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１．はじめに
2020 年度初めの新型コロナウィルス感染症の
拡大は、大学における学びの形を根底から揺るが
しました。学生へのカウンセリングや修学支援も、
対面による面談はできなくなり、オンラインでの
カウンセリングや面談になりました。このような
状況に戸惑ったのは学生だけでなく、教職員も同
じでした。学生への連絡やオンライン授業の準備
など、授業開始までの短期間にたくさんの準備を
する必要がありました。
障害学生支援を行うアクセシビリティ・コミュ
ニケーション支援室（以下、支援室）では、新入
生への初回面談はかろうじて対面で行うことがで
き、支援に関する方針を確認することができまし
た。在学生への連絡は電話やメールで行い、履修
登録やオンライン授業の手続きなどの確認や精神
面の確認を行うことに忙殺されました。一年前に
は想像もしていなかった事態に直面して、従来か
ら歴史を積み上げてきた相談体制では十分に対応
できないことが起きていることを実感しました。
富山大学は 2007 年度より発達障害学生の支援
を開始しました。大学入学前から希望する高校生
への情報提供を行い、入学後は、修学やコミュニ
ケーション支援等の大学生活全般に係る支援、後
半になると、卒論やゼミでの適応、就職活動の支
援が始まり、卒業後も継続して就職活動をする卒
業生の面談を行っています。また、就職した卒業
生に対しては、本人の希望があれば、フォローアッ
プ支援を行っています。大学における支援とは、
「学生が新しい環境に参入するためのプロセスを

一貫して支援する」というミッションに基づいて
いるからです。
発足当時から大切にしてきたのは、学生との対
面による面談でした。修学支援を支援の目的とし
ながらも、同時にコミュニケーション支援も行う
ことを目標に置いてきたので、その基本的な支援
スタイルが崩れてしまうことに大きな不安を感じ
つつも、最も混乱しているのは学生であり、こう
いう時こそ、状況にあった支援スタイルに柔軟に
変化させていくことが大切だと感じました。発達
障害学生は、般化の困難さやこだわり等の特性に
より新奇場面への適応が難しいと言われていま
す。先が見えない現状と、いつもと違う環境、決
定事項が刻々と変わっていく日々は、私たち支援
者も先が見えない不安と、これまでの日常ではな
いことに混乱し、あたかも発達障害学生の日常を
疑似体験しているような感覚を持ちました。この
経験は、改めて私たちが大切にしている対話の意
味を考えるきっかけになりました。
学生相談の領域に障害学生支援という新しい領
域が加わり、大学の学生支援体制の変革を余儀な
くされた 10 年前と同じような考え方の変換を求
められているのだと思います。
2．高等教育機関における心理教育的支援
心理教育とは、もともと精神疾患を持つクライ
エントとその家族に対する疾患の理解促進のため
に行われるものであり、具体的には服薬指導や家
族内コミュニケーションの調整、クライエント自
身の社会適応を促すソーシャルスキルトレーニン
グなどを意味しています。また、学校教育の場面
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においても、「心理教育」の重要性は詠われており、
特に、問題行動の再発防止、予防、エンパワーメ
ントに力点を置いた「情緒面の育成」がアプロー
チの中心にあると言われています。
大学生は青年期から成人期に移行する発達段階
にいて、自我と社会との相互関係の中で生起する
心理・社会的危機に対して、人間関係や進学、就
職、さらには人生観・価値観形成に至るまで、さ
まざまな場面で自己判断、自己決定が求められる
時期でもあります。私たち大学関係者は、「青年
期の発達保障」を念頭に置いて、障害学生の心理
的成長・人間的成熟を援助し、大学および社会へ
の適応を援助する役割を担っていることを忘れて
はなりません。
3．心理教育的支援の具体例とその効果
（1）個別面談
個別面談は定期的に支援者との間で行われま
す。まず、「支援の目的・方法」に関して、支援
者側から説明し、学生の了解を得ます。面談は修
学支援が中心で、修学上の困りごとが出てきた場
合、障害特性との関連があるかどうかを一緒に検
討します。修学支援の根幹は、実行支援です。ラ
イフ・スキルやスタディ・スキルを獲得すること
によって、修学状況が改善し、その事実が学生の
自己効力感を高めることにつながります。
学生は支援者との対話で、さまざまな修学上の
課題について語り、一緒に方策を練り、問題解決
をしていきます。自分が問題解決に関与している
という事実が、学生に小さな自信を生み、自分自
身への肯定的感情が芽生えるきっかけになるのだ
と思います。人は自分自身の重大なテーマに向き
合おうとする時、もう一方でそれに匹敵するだけ
の自分への肯定的感情が必要であり、その自己肯
定感が彼らの苦しい作業を下支えしているように
思います。
発達障害のある大学生との対話は、現在の困り
ごとに焦点を当てていますが、語りは現在から過
去のできごとの語りにうつっていく場合がありま
す。うまくいくことが少なかった過去のつらい記
憶が、今の自分を苦しめることもありますが、「今、

確かにできている」という事実が、彼らのネガティ
ブな自己認知を、肯定的な自己像に敷き直してく
れます。出来事の語りが、アイデンティティの語
りへと変わっていく対話が、ここでは展開されて
いるように思います。卒業年度には、職業人とし
ての未来の自分を思い描きながら、自己分析や企
業分析を行っていく必要があります。自分にとっ
てより良い環境を作っていくための「セルフ・ア
ドボカシー・スキル」の獲得も、重要なテーマで
あり、個別面談での対話は青年期の発達課題を達
成するための大切な場であると言えます。

（2）コミュニケーション教育
コミュニケーション教育は、支援者によってさ
まざまな方法が考えられています。ソーシャルス
キルトレーニングや行動療法、芸術療法、音楽療
法など、小集団活動の方法は、対象となる学生の特
性を考慮した多彩な内容を考えることができます。
私が大学で行っているコミュニケーション教育
の内容を挙げていますが、活動の目的は、「安心
でき、多様な価値観が尊重される場で、自分なり
のコミュニケーション様式を創造する」こと、ま
た、「他者の思いに気づき、相手の意図や気持ち
を想像し、理解しようとすること」、そして、「自
分の思いを他者に伝えるための方法を知ること」
です。
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コミュニケーションは強制されたり、考えを押
し付けられたりしてスキルが獲得されるわけでは
ありません。私は、コミュニケーション上の困り
ごとを抱えている学生に対して、豊かなコミュニ
ケーションの場を提供すること自体がコミュニ
ケーション教育の第一歩であると考えています。
参加している人たちが、存在を脅かされることな
く安心して交流できることが重要で、多様な価値
観が尊重されるなかで、人は自分なりの関わり方
に自信を持つことができるのだと思います。
コミュニケーション・ワークでは、具体的な関
わりの中で相手の思いに気づいたり、相手の気持
ちを想像したりする機会を持ちます。また、相手
もまた、自分の考えを尊重してくれるという体験
をすることができます。他者の思いに気づくこと、
自分の思いを他者に伝えることができるようにな
るためには、ある程度のコミュニケーションスキ
ルが必要です。心地よい集団の中で、他者とかか
わることを楽しみ、自らコミュニケーションスキ
ルを学びたいと思う、そんな場を提供することの
意義は大きいと考えます。

（3）家族支援
家族支援は、学生の修学を支えるための重要な
支援となっています。
家族との面談では、修学状況や合理的配慮に関
する報告が中心となります。うまくいかない状況
がある場合も、その事実を伝えますが、同時に、

学生本人がどのような工夫をしてできるように
なったかも伝えていきます。
また、合理的配慮の申請により、どのように学
びが保障され、評価として反映されたかについて
も報告していきます。
生活面に関する支援は、支援室では限界がある
ので、どの部分を家族に担ってもらうかを話し合
います。
発達障害のある学生は、自分自身の体調につい
て自覚することが難しい人が多いので、体調管理
のサポートもしてもらうようにします。また、修
学状況を正確に知ってもらうことによって、どの
ような就職のカタチが良いのかを、家族で話し
合ってもらうことも視野に入れています。
学生の障害特性についての理解を深め、学生の
頑張りをねぎらい、励ますことによって、学生自
身が、家族から承認されることによる安心感、自
己肯定感を持つことができます。青年期の発達を
保障するための家族の役割は大きく、その安心基
盤を背景に、卒業後の社会参入への意欲は支えら
れるのだと思います。

4．発達障害の特性がある学生との対話の意義
発達障害のある学生の支援において、対話は非
常に重要な意味を持ちます。
対話においては、学生と支援者それぞれの思い
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や考えが、二者間で共有されるわけですが、大切
なのは、それぞれが語る言葉の意味が、相手に正
しく伝わっているということです。
一般的に「自己」は、自分自身について物語る
ことを通じて　生み出されると言われています。
学生が自分自身の意思を自覚するためには、他
者との対話の中で、自身の経験や思いを承認して
もらい、共有してもらう必要があり、支援者は対
話を通じてその機会を提供していることを自覚す
る必要があります。
対話がどのような意味を持つかについて少し考
えていきたいと思います。
学生が自分自身の意思を自覚するためには、他
者との対話の中で、自身の経験や思いを語る場が
必要です。面談の最初は、学生が現在の状況を支
援者に報告し、実際に何があったかを整理します。
もし、うまくいかない状況があれば、自身の特性
やありがちな行動と照らし合わせ、問題の要因を
話し合い、できる工夫について一緒に検討してい
きます。その中で、障害特性に起因するものであ
れば、合理的配慮の内容の検討を行います。

次に、工夫や配慮により、問題が解消する体験
をすると、学生は自分が努力するべき点を絞り込
むことができます。エネルギーを学修に向けるこ
とができ、これまでの漠然とした「不安感」が解
消されていきます。
そして、次の段階に入っていきます。発達障害
のある学生は、より幅広く深い知識を得ることに

長けていますから、よりよい環境で学ぶことがで
きると、そもそも持っている優位な能力を発揮で
きるようになっていきます。やる気がないように
見えていた学生が、学び方の工夫を考え、学修環
境が整うと、驚くほどの積極性を発揮することが
あります。
自己理解のプロセスとは、「私にはどういう特
性があり、どのような工夫や配慮があれば、他の
学生と平等な学びのフィールドに立つことができ
るか」ということを、学生自身が考えるプロセス
のことをいいます。大学関係者と学生との対話は、
学生の自己理解を促進する機会としての意義があ
ると言えます。
大学における障害学生支援において、「建設的
対話」という言葉が良く使われています。
合理的配慮は、支援を必要としている障害学生
の申出から検討が始まります。学生は自分に必要
な配慮や支援を主体的に表明し、大学との建設的
対話によって、共に決定していくというプロセス
がここにはあります。
大学は、適切と思われる配慮を提案するために
建設的対話を働きかける役割があります。障害の
ある学生が自ら社会的障壁を認識して正当な権利
を主張し、意思決定や必要な申し出ができるよう
に、必要な情報や自己選択・決定の機会を提供し、
学生の「意思表明を支援」していきます。
「意思決定」とは、「自分の置かれた状況を客観
的に認識して、意思決定を行う必要性を理解し、
そうした状況に関連する情報を理解、保持、比較、
活用して、何をしたいか、どうすべきかについて
自分の意思を決めること」であると言われていま
す。この意思決定のプロセスに焦点が当てられる
ことによって、意思決定を他者の支援を借りなが
ら行う「支援された意思決定」の概念を取り入れ
ることが可能となるのです。発達障害のある学生
の中には、自分を含めた周囲の状況や困りごとを
認識していなかったり、うまく表現できなかった
りする人がいます。支援者は、学生が自分自身の
最善の利益につながる自己決定ができるように、
対話のなかで「今の状況と困りごと」を把握する
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ために様々な状況を一緒に整理していきます。
学生が自分にとってよりよい選択、適切な判断
ができるよう、支援者は慎重、かつ粘り強く関わ
りつづけていく心構えが必要です。私たち支援者
は、学生の意思決定や意思表明を性急に求め，学
生本人の自覚や意思を軽視してしまうことのない
ように、支援者としての役割を忘れないようにし
なければなりません。
人は、自分自身の考えを他者に承認してもらう
中で、自分と社会とのつながりを意識できるよう
になっていきます。社会性を獲得するには他者と
の語り、つまり、対話の場が必要です。将来に向
けて、学生が自分なりの生活の仕方、学び方、働
き方を、考え、選択することができることが大切
であると考えます。
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